
FRBRモデルにおける「書誌的実体」とそれらの関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊点線が実体、矢印が関連を表す 
＊図に示した関連は「ハイレベルの関連」のみ。著作間（翻案など）や団体間（名称変更）など個別の場合

に発生する「その他の関連」も規定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体現形 

個別資料 

著作 

表現形 

Sect.１ 

他の著作～個別資料 

書誌構造リンク 
誌名変遷リンク 

Sect.2 

書誌レコードの 
記述部分 

所蔵レコード 

統一書名典拠レ
コード 

所蔵リンク 

統一書名 
リンク 

Sect.5（著作から個別資料に至る具体化） 

Sect.8 
著作間～個

別資料間の

相互関係 

個人 

家族 

団体 

Sect.3 

著者名典拠 
レコード

著者名典拠 
リンク

Sect.6 

FRBRの「グループ１」実体 

FRBRの「グループ２」実体 

他の個人・家族・団体 

SAFリンク 

Sect.9 
個人・家族・団

体間の相互関

係 

Sect.7 

FRBRの「グループ３」実体 

概念 

物 

出来事 

Sect.4 

典拠なし 
（件名表等に
お任せ）

場所 

他の概念等 

件名標目表 
等にお任せ 

Sect.10 
概念等の 
相互関係 

著作と主題の関係 
（著作、個人、団体等も

主題になりうる） 

RDAの構造とNACSIS-CATを比べると 
   ポップ斜体・・・NACSIS-CAT用語   

（著作～個別資料のいず

れかと、個人等の関連）

著作（Work） 

（知的・芸術的創造物の単位）

表現形（Expression） 

（文字等で表現された単位）

体現形（Manifestation）

（媒体が具体化された単位）

個別資料（Item） 

（個別の物理単位） 

（例えば） 

ある文学作品 

テキストのバリエーション 

（翻訳、改訂など） 

現在の「版」の単位に 

近いバリエーション 

（単行本、文庫本…） 

1冊1冊の「モノ」 

物（Object） 

出来事（Event） 

場所（Place） 

概念（Concept） 

製作（produce）

*出版等 

実現 

（realize）*翻訳等 

創造（create）

主題（subject）

個人（Person） 

団体(Corporate body)

家族（Family） 所有（own）

＜グループ1の実体＞ 

＜グループ２の実体＞ 

＜グループ３の実体＞ 

実現（realize） 

具体化（embody） 

例示（exemplify）
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